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（＊）を数学的帰納法で示す。 
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11  yx  となり（＊）は成り立つ。 

 
（い） kn   のとき（＊）が成り立つとすると 1 kk yx ・・・② 

   1 kn  のとき 条件より 
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なので、②より 
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となり、 1 kn のときも成り立つ。 

 
（あ）（い）よりすべての自然数 nについて（＊）は成り立つ。 
 
（２） 
（１）の過程より  
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つまり  

nnn yxx 234 1  ・・・③ 

nnn yxy 24 1  ・・・④ 
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ゆえに 
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（３） 
（１）（２）より 
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